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寺島建一教授追悼記念号の発刊に寄せて
花　見　常　幸
　本学通信教育部の開設以来，35年の長きにわたって，通信教育部において教育研
究活動を続けて来られた寺島建一先生が昨年 7月 7日早朝，ご自宅で逝去された。
享年67歳。通信教育部にとっても本学会にとっても痛恨のかぎりというべきであ
る。寺島先生に謹んで哀悼の意を表するとともに，開設当初の通信教育部の土台作
りとその後の発展，とりわけ学生の教育・指導に尽力いただいた，その御恩に感謝
し，少しでも報いるために，追悼記念号を発刊することとなった。
　故寺島建一先生は，1944年 3 月 1 日に東京の葛飾でお生まれになり，1966年法政
大学法学部を卒業後，1969年法政大学大学院法学研究科修士課程を修了される。こ
の法政大学大学院の修士課程時代に，生涯にわたる学問上の師となる，刑事法学の
大家である吉川経夫先生に出会い，師事されたと伺っている。その後，1976年 5 月
の本学通信教育部開設と同時に，通信教育部の非常勤インストラクターとして本学
に赴任された。創立者池田大作先生が述べられている「創価大学の設立を誓った時
からの夢であり，民衆教育のための大きな眼目である」との本学通信教育部開設の
趣旨に深く賛同され，その構想実現のために集われたのである。本学に赴任されて
からは，開設当初の文字通り草創期にあった通信教育部の教育課程を軌道に乗せる
ために，大変なご苦労をされながら，その基礎を築いていただいたと伺っている。
そして，主要な担当科目として「刑法総論」を担当され，同時期に着任された佐瀬
一男先生とともに，本学通信教育部における刑事法学教育の責任を担われたのであ
る。こうした草創期の先生方のご苦労とご尽力に，現在にいたる通信教育部発展の
原点があるのであり，改めて寺島先生に心からの感謝を申し上げたい思いで一杯で
ある。
　研究面での業績の詳細については，別記の著作目録の通りであるが，上記の吉川
経夫先生の下で，寺島先生は，関西方面の錚々たる刑事法学者の研究会であった
「関西刑事法研究会」の事務局長を務められ，同研究会の発展のために大きな努力
を注がれた。こうした刑事法学界でのご活躍の歴史が，研究面では，まず最初に指
摘されるべきことであろうと思われる。寺島先生が生前に書かれた著書・論文の数
は決して多くはないが，その大きな一貫した特徴として，「少年法」に関する諸論
考や「罪刑法定主義」に関する論文をはじめとして，一人ひとりの人間の価値を最
も重視する人間主義の立場に徹した，人権感覚に優れた業績であったことが指摘で
きよう。また，一昨年（2010年）に本学通信教育部から上梓された『刑法総論』は，
寺島先生が十数年にわたって毎年加筆を重ねられた講義ノートがその基礎となって
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おり，寺島先生の人間主義刑法学の集大成であり，学術的にも高く評価されるもの
である。
　ありし日の寺島先生を語るとき，どうしても忘れることができないのは，学生を
こよなく愛し，大事にされた人間教育の体現者としての先生のお姿である。寺島先
生以上に講義やゼミなどの授業が好きな先生はいないのではないかと思われるほ
ど，大学の授業を大切にされた。それは先生が授業を通して通教生や通学部の学生
と接することを強く望んでいらしたことの表れであった。学生をこよなく愛されて
いた寺島先生は，夏期スクーリングの際には，授業が終わった後も，男子の学寮で
ある滝山寮で通教生達と夜遅くまで語り合われることを本当に楽しみにされてい
た。このことを病に倒れられる前の夏まで続けていらしたようである。また，通教
生から依頼があれば，講演のために地方にも頻繁に足を運ばれていた。こうした講
演会の数が百数十回に上っていたことは，有名な事実である。さらに，創立者と学
生を結び付けること，言い換えれば学生に創立者の精神，心を伝えることにも大き
な力を注がれていた。通学部の共通科目である「演習」をあえて 2つ担当され，そ
れぞれの演習で，創立者の SGI 提言と創立者の講演集を教材として，創立者の精
神と哲学を学生と一緒に学ばれていたのである。
　昨年，逝去される 1か月半ほど前に，寺島先生が私の研究室を訪ねて来られたこ
とがあった。心臓の大きな手術の後で，休職の状態が続いていたのであるが，先生
が言われるには，「まだ万全ではないが，かなり体力も回復してきたので，この後
期から演習の授業だけでも再開したい」というお話であった。後で分かったことで
あるが，主治医の先生も奥様も，まだ体力的に無理であり，後期からの授業担当に
は反対されていたそうである。こうした事情を伺った時，周囲の反対を押し切って
でも， 1日も早く授業を通して学生と親しく接し，教えていきたいという寺島先生
の人間教育への熱い情熱に触れた思いがし，大きな感動を覚えた。この時，寺島先
生が「人間教育の最高学府たれ」との本学の建学理念を体現された，そして「学生
第一」の精神に徹し抜かれた教育者であったことを痛感した次第である。
　今後，本学の通信教育課程に携わる私達は，寺島先生がご生涯の最後まで身を以
て示して下さった「学生第一」の精神に徹することを，今再び誓うとともに，改め
て先生のご冥福を心よりお祈り申し上げて，本追悼記念号の発刊の辞とすることと
したい。
2012年 6 月 6 日
